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平岡公民館だより 

 

令和５年９月１日 第１６２号 

 

頑張ることを目標に取り組みました。惜しくも９メー

トルの壁をクリアすることはできませんでしたが、み

んなの「がんばれ～」の応援が力になったと思います。 

参加した子ども達からは「とても楽しかった」の声

が多く聞かれ、ボルダリングという競技を味わっても

らえる良い機会になりました。また、水鉄砲遊びや、マ

シュマロを炙って作るスモアーズというお菓子づくり

をしました。スモアーズ作りでは５年生がとてもよく

お手伝いをしてくれました。みんなの協力で１００点

満点の楽しい教室ができました。 

８月５日（土）に、白塚保育園の黒川 義枝先生

にご指導いただき、水遊びをしました。 

水遊びは、夏にふさわしい子どもたちが大好きな

遊びで、水の不思議さや心地よさ、おもしろさを 

体験することができます。 

今回準備した遊びは、水鉄砲、魚釣り、洗濯ごっ

こ、色水遊びです。これらの遊びは、簡単なあそび

なので自分から進んでやってみたいという自主性

を育み、想像力を鍛え、五感を養うことができると

ても良い遊びです。 

８月２日（水）に千葉市少年自然の家でボルダリン

グとクライミングにチャレンジしました。少しでも高

い所を目指し挑戦することや、最後まであきらめずに

親子ともどもびしょ濡れになり夢中に取り組んで

いました。夏の焼けるような日差しと飛び散る水しぶ

き、そして、子どもたちのはじける笑顔で、真夏の暑さ

を吹き飛ばす楽しい講座となりました。 

講座は１０月から翌年２月までの第３土曜日、 

午前１０時から全５回を予定しています。 

第１回講座は 10月２１日（土）10：00から、

世界のいろいろな

国で活躍された方を

講師に招き、私たち

が知らない諸外国の

社会情勢や文化につ

いて学びます。 

「ミャンマー文化と歴史、現在について（仮題）」 

を実施します。第２回以降、イギリス、韓国、コロ

ンビアほか１か国を予定しています。 

参加を希望する方は、平岡公民館（℡0438-75-

6677）までお問合せください。 

令和４年度に実施したセミナーの

様子は、右のQRコードから袖ケ浦市

平岡公民館のホームページにアクセ

スするとご覧いただけます。 

 
平岡公民館 HP 

令和４年度国際セミナー「スリランカ」 



  

＜地震発生後３分～30分＞ 

逃げ道の確保をした後は、自

宅の被害を確認し、在宅避難が

できるか判断しましょう。確認

のポイントは、窓が割れていな

今年の文化・スポーツまつりは１１月３日（祝）、

４日（土）、５日（日）に開催します。 

３日（祝）の午前中に多目的広場で、プレイベント

としてグランドゴルフ大会を実施します。 

４日（土）、５日（日）は、開会式、サークル発表、

作品展示会、模擬店、講座等を開催する予定です。 

地域の皆様が日ごろ取り組んだ書道、絵画、写真等

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月１８日は「敬老の日」です。「本を読むと若く

なる」と言われます。それは、読書が心の健康に役

立ったり、頭の体操になったりするからと「敬老の

日 読書のススメ」には記されています。 

小さな文字は苦手という方には、大きな文字で読

める「大活字本」があります。 

また、予約が必要ですが「朗読 CD」もあります

ので聞くことで読書ができます。 

秋の夜長、読書をして身も心も充実した有意義な

時間を過ごしてみてはいかがでしょうか。 

９月 

９日（土）お子さんと一緒に！健康な心と

体づくり講座 10：00「親子でダンス」 

１８日（祝）平岡地区敬老会 13：30～ 

２３日（祝）ひらおか子ども教室９：３0～ 

ペットボトルロケットを作って遊ぼう！！ 

２１日（木）ひらおかシニアセミナー10：00～ 

ウォーキング「歴史探訪」 

２９日（金）小学校家庭教育学級８：４０～ 

「カップヌードルミュージアムと横浜中華街を楽しもう」 

 

 

おもな行事予定 

 

この写真は、今から 68年前（昭和 30年）の野里

地区の水田の様子です。まだ耕地整理がされておらず

水田は不規則な形をしたものが多く存在しています。 

場所は、平岡郵便局から東方を撮影したもので

す。手前に「稲ぶら」と言う刈り取った稲や藁（わ

ら）を積み上げたものが見えます。遠くには「砂取

り場」呼ばれていた、区民の共有地が見えます。  

ここの砂は区民が山砂を自由に採ることができま

した。この辺りの水田は「ぬかり田」が多く、農作

業をする時は、腰まで潜ってしまうため丸太を井桁

（いげた）に組んで作業をしていたそうです。田を

掘ると地下は「まこも」の層が続いていると語られ

ています。 

写真提供 伊藤義彦氏 （野里 伊藤鉄夫） 

 

 
図書室からのお知らせ 

 

平岡の REKISHI（歴史） ～野里の耕地（耕地整理以前）～ 
 

いか、壁にヒビが入っていないか、家屋が傾いていな

いか（倒壊する危険性はないか）です。 

また、自宅が火事になっていないからと安心して

はいけません。近所で火災が発生していないかを確

認することも必要です。そして、正しい情報を得られ

るよう、テレビやラジオがつくか、携帯やスマホがつ

ながるかを確認しましょう。 

読書は心の栄養、若返りも期待！？ 

 
の作品を募集しま

す。出品していただ

け る 方 は １０ 月 

１４日までに平岡

公 民 館 （ 75-

6677）までご連絡

をお願いします。 


